
ホーム初勝利を果たし サポーターと喜びを分かち合うザスパイレブン
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木曜日 友引

前長官に捜査中止要請
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小
室
圭
さ
ん

時
期

来
た
ら

３

米主要メディアは 日、ト

ランプ大統領が今年２月、ホ

ワイトハウスの大統領執務室で連

邦捜査局（ＦＢＩ）のコミー長官

（当時）に対し、辞任したフリン

前大統領補佐官に対する捜査をや

めるよう要請していたと報じた。

共謀罪 不信任案で抗戦 ２
関電 高浜４号機再稼働 ２
新潮の中づり 文春に渡す ３
米 北朝鮮制裁の強化要求 ４
防犯腕章着け女児の体触る

❾

二
ね
ん
せ
い
き
ら
き
ら
ひ
か
る
わ
た
し
の
目

（
高
崎
東
小
２
年

せ
き
ね

も
も
か
）

☆
２
年
生
に
進
級
し
、
希
望
に
自
分
の

目
が
き
ら
き
ら
光
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
く
ら
い
学
校
が
楽
し
い
と
い
う
こ

と
が
、
よ
く
分
か
り
ま
す
ね
。
（
鈴
）

十六日午後十時四十分頃群馬郡金

古町絹市場で「高崎の孝女みえ」を

映画化した昭和のおふさの活動寫眞

を上映中發火した（略）十三名の焼

死者と 十名の重軽傷者を出して近

來稀有の大惨劇を演出

大正から昭和初期にかけて映画は

黄金期を迎え、庶民の最大の娯楽と

なった。この日は約750人が鑑賞、

火災が発生すると悲鳴をあげて出口

に殺到し、「焦熱地獄化して阿鼻叫

喚の修羅場」となった。子どもや女

性が被害に遭い、死者は 人を数え

た。 （明治 ）年１月には前橋

敷島座で死者 人、負傷者200人を

出す火災があった。
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紹介された記事が掲

載された紙面は、こち

らよりご覧いただけま

す。 創刊130周年上毛

新聞プレーバック

人
型
の
パ
ネ
ル
が

輪
に
な
り
、
体
育
館

内
に
並
ん
で
い
た
。

成
人
男
性
ほ
ど
の
大

き
さ
も
あ
れ
ば
、
幼

児
の
よ
う
に
１
㍍
に

満
た
な
い
も
の
も
。
そ
れ
ぞ
れ

胸
の
位
置
に
、
笑
顔
の
写
真
が

飾
ら
れ
て
い
た
。
も
う
二
度
と

会
う
こ
と
が
で
き
な
い
大
切
な

人
た
ち
の
笑
顔
だ
▼
４
月
に
み

ど
り
市
の
旧
神
梅
小
で
開
か
れ

た

生
命

い

の

ち

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

交
通
事
故
な
ど
で
命
を
落
と
し

た

人
が

人
型

と
な
り

写

真
と
遺
品
の
靴
、
遺
族
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
展
示
し
た
▼
あ

る
人
型
に
は
Ｖ
サ
イ
ン
を
す
る

青
年
の
写
真
が
あ
っ
た
。
本
県

に
住
ん
で
い
た
青
年
は
２
０
０

６
年
、
ト
ラ
ッ
ク
に
追
突
さ
れ

た

お
か
ぁ

行
っ
て
く
る
ね

お
み
や
げ
買
っ
て
く
る
ね

そ

う
言
い
残
し
て
出
掛
け
た
ま

ま
、
こ
の
世
を
去
っ
た
▼
青
年

の
無
念
、
遺
族
の
悲
し
み
は
計

り
知
れ
な
い
。
母
は
人
型
に
掲

示
し
た
文
章
に

今
度
生
ま
れ

変
わ
る
時
も
お
母
さ
ん
の
可
愛

い
息
子
で
あ
っ
て
ね

と
気
丈

に
つ
づ
っ
て
い
た
▼
同
展
実
行

委
員
長
の
山
田
穂す

い

子こ

さ
ん

桐

生
市
菱
町

も
交
通
事
故
で
亡

く
し
た
長
男
の
人
型
を
立
て

た

事
故
か
ら

年
が
過
ぎ
て

も
心
の
傷
は
癒
え
な
い
が

展

示
を
通
し
て
悲
し
い
事
故
が
減

り
、
遺
族
同
士
が
話
し
合
っ
て

少
し
で
も
心
が
軽
く
な
れ
ば
」

と
願
う
▼

日
か
ら

日
ま
で

同
会
場
で
、
再
度
展
示
が
行
わ

れ
る
。
い
じ
め
や
自
殺
、
事
件

な
ど
で
命
を
落
と
し
た
人
型
も

加
わ
り
計
１
６
０
人
に
な
る

悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

声
な
き
声
に
耳
を
傾
け
た
い
。
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議
長
に
冬
木
氏

副

は

岩

崎

氏
藤
岡
市
議
会

藤
岡
市
議
会
（
定
数

）
は

日
、
臨
時
会
で
正
副
議
長
選

を
行
い
、
議
長

に
冬
木
一
俊
氏

‖
５
期
、

写
真
右
、
副
議

長
に
岩
崎
和
則

氏

‖

４

期
、
同
左
‖
を

選
出
し
た
。

冬
木
氏
、
岩
崎
氏
と
も

票

を
獲
得
し
た
。
正
副
議
長
は
１

年
交
代
が
慣
例
と
な
っ
て
い

る
。
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ゼ
ミ
参
加
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米
国
研
修
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奨
学
金
制
度
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岸
氏
３
選
出
馬
へ

地
方
創
生

執
行
を

みなかみ
町 長 選

岸良昌氏

任
期
満
了
に
伴
う
み
な
か
み

町
長
選
（

月

日
告
示
、

日
投
開
票
）
で
、
現
職
の
岸
良

昌
氏

‖
新
巻
‖
は

日
、

沼
田
市
役
所
で
記
者
会
見
し
、

３
期
目
を
目
指
し
て
立
候
補
す

る
意
向
を
明
ら
か
に
し
た
。

岸
氏
は
「
地
方
創
生
の
総
合

戦
略
を
引
き
続
き
、
執
行
し
て

い
き
た
い
。
体
力
、
気
力
も
充

実
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
町
政

を
担
う
決
意
を
語
っ
た
。
同
町

長
選
で
立
候
補
に
向
け
た
動
き

が
明
ら
か
に
な
る
の
は
岸
氏
が

初
め
て
。

岸
氏
は
県
農
政
部
長
な
ど
を

経
て
、
２
０
０
９
年

月
の
町

長
選
で
初
当
選
し
た
。
東
京
大

卒
。
町
長
選
で
は
、
岸
氏
以
外

に
も
立
候
補
を
検
討
す
る
動
き

が
あ
る
。
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次
期
知
事
選
へ
待
望
論
？
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山本・前橋市長の会合

もっと上に

支援者が激励

前
橋
市
の
山
本
龍
市
長

の
支
援
者
に
よ
る
会
合

が

日
夜
、
同
市
内
の
結
婚

式
場
で
開
か
れ
、
参
加
者
か

ら
「
も
っ
と
上
に
昇
っ
て
」

な
ど
と
、
次
期
知
事
選
へ
の

出
馬
待
望
論
と
も
受
け
取
れ

る
声
が
上
が
っ
た
。
出
席
し

た
山
本
氏
は
「
ま
ず
は
前
橋

で
責
任
を
果
た
す
べ
き
だ
ろ

う
と
思
う
」
と
述
べ
る
に
と

ど
め
た
が
、
２
０
０
７
年
７

月
の
知
事
選
に
出
馬
し
、
第

三
極
と
し
て
存
在
感
を
見
せ

た
山
本
氏
だ
け
に
今
後
、
動

向
が
注
目
さ
れ
そ
う
だ
。

会
合
は
、
同
年
の
知
事
選

で
山
本
氏
を
支
援
し
た
市
外

を
含
む
政
財
界
関
係
者
が
集

ま
り
、
毎
年
こ
の
時
季
に
開

い
て
い
る
。

日
は
約
１
２

０
人
が
出
席
し
た
。

取
材
に
対
し
山
本
氏
は

「
知
事
待
望
論
が
あ
る
の
は

あ
り
が
た
い
が
、
市
長
の
役

割
を
放
棄
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
政
治
の
在
り
方
を

前
橋
市
か
ら
変
え
る
こ
と
は

で
き
る
」
と
言
葉
を
選
び
な

が
ら
話
し
た
。

３
期
目
の
大
沢
正
明
知
事

の
任
期
満
了
は

年
７

月

日
。
大
沢
氏
は
次
期
知

事
選
へ
の
態
度
を
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
が
、
周
辺
に
は

「
４
期
目
を
狙
う
動
き
が
あ

っ
て
も
お
か
し
く
な
い
」
と

見
る
向
き
も
あ
る
。
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新
規
登
録
が
増
加

16
年
度

人

熊
本
地
震
で
関
心

応急危険度
判 定 士

被
災
建
物
の
危
険
性
を
判
断

す
る
応
急
危
険
度
判
定
士
の
本

県
の
２
０
１
６
年
度
新
規
登
録

者
は
１
１
９
人
で
、
東
日
本
大

震
災
が
あ
っ
た

年
度
（
１
４

１
人
）
以
来
の
１
０
０
人
超
と

な
っ
た
こ
と
が
県
の
ま
と
め
で

分
か
っ
た
。
昨
年
４
月
の
熊
本

地
震
の
発
生
を
背
景
に
関
心
が

高
ま
っ
た
こ
と
や
、
県
が
周
知

に
努
め
た
こ
と
が
要
因
。

判
定
士
は
特
定
の
講
座
を
受

け
た
１
、
２
級
建
築
士
な
ど
を

都
道
府
県
が
登
録
す
る
。
被
災

地
の
要
請
を
基
に
現
地
に
出
動

し
、
被
災
建
物
が
余
震
で
倒
壊

す
る
危
険
性
が
な
い
か
判
定
。

危
険
な
順
に「
危
険
」（
赤
）
、

「
要
注
意
」
（
黄
）
、
「
調
査

済
」
（
緑
）
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

掲
示
し
て
注
意
喚
起
す
る
。

判
定
作
業
は
震
災
時
の
二
次

被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
し

て
、
県
は
今
年
５
月
時
点
で
１

８
８
６
人
い
る
累
計
登
録
者
を

年
度
ま
で
に
２
千
人
に
す
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

本
県
の
新
規
登
録
者
は
現
在

の
登
録
方
法
が
導
入
さ
れ
た

年
度
が
６
１
４
人
と
最
多
。
た

だ
震
災
以
降
、

年
度
は

人

ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
県
は
年
１

回
だ
っ
た
養
成
講
座
を

年
度

か
ら
年
２
回
に
増
や
す
と
と
も

に
、
群
馬
建
築
士
会
な
ど
業
界

団
体
へ
の
周
知
に
力
を
入
れ

た
。県

建
築
課
は
「
首
都
直
下
型

地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
も
想

定
し
、
判
定
士
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
し
て
い
る
。

ＧＩＡ入賞の高校生

起
業
家
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
群
馬
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
）
」
（
上
毛
新
聞
社
・
田

中
仁
財
団
共
催
）
の
実
行
委
員
会
は
本
年
度
、
高
校

生
の
た
め
の
起
業
家
育
成
策
を
導
入
す
る
。
慶
応
大

湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
と
連
携
し
、
高

校
生
入
賞
者
が
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
ゼ
ミ
で
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

を
磨
い
た
り
、
米
国
・
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
研
修
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ズ
・
オ
フ
ィ
ス
（
Ａ
Ｏ
）
入
試
に
挑
む
道
筋
も
示

す
ほ
か
、
奨
学
金
制
度
を
つ
く
り
、
高
校
生
の
起
業

意
欲
を
喚
起
す
る
。

ザスパ １勝
サ
ッ
カ
ー
の
明
治
安
田
Ｊ
２

第

節
で
、
ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群

馬
は

日
、
前
橋
市
の
正
田
醤

油
ス
タ
ジ
ア
ム
群
馬
で
山
口
を

２
｜
１
で
破
り
、
ホ
ー
ム
戦
初

勝
利
を
挙
げ
た
。
順
位
は
最
下

位
の
ま
ま
だ
が
、
通
算
２
勝
１

分
け

敗
で
勝
ち
点
７
と
な
っ

た
。
次
節
は

日
午
後
２
時
か

ら
、
ア
ウ
ェ
ー
で
讃
岐
と
対
戦

す
る
。

ザ
ス
パ
は
前
半
ア
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ル
タ
イ
ム
に
Ｆ
Ｗ
高
井
和
馬

が
ゴ
ー
ル
前
の
こ
ぼ
れ
球
を
押

し
込
み
先
制
。
後
半

分
に
は

Ｍ
Ｆ
高
橋
駿
太
の
左
か
ら
の
ク

ロ
ス
に
Ｆ
Ｗ
姜カ

ン

修
一

ス

イ

ル

が
ヘ
デ
ィ

ン
グ
を
合
わ
せ
て
Ｊ
初
ゴ
ー
ル

¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
∃¬∀

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

⇒

関
連
記
事

、

面

を
決
め
た
。

そ
の
１
分
後
に
１
点
を
返
さ

れ
る
と
守
勢
に
回
っ
た
が
、
セ

ン
タ
ー
バ
ッ
ク
の
崔チ

ェ

俊
ジ
ュ
ン

基ギ

を

は
じ
め
Ｄ
Ｆ
陣
が
し
ぶ
と
く
守

り
、
途
中
交
代
で
入
っ
た
Ｍ
Ｆ

松
下
裕
樹
ら
ベ
テ
ラ
ン
が
チ
ー

ム
を
落
ち
着
か
せ
な
が
ら
、
最

少
失
点
で
逃
げ
切
っ
た
。

森
下
仁
志
監
督
は
「
た
く
さ

ん
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
素
晴
ら
し

い
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
く
れ

た
。
〝
戦
え
〞
の
コ
ー
ル
が
身

に
染
み
た
」
と
感
謝
し
、
「
攻

撃
で
も
守
備
で
も
、
よ
く
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
掛
け
て
く
れ
た
」

と
選
手
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で

Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
あ
る
同
大
総
合
政

策
、
環
境
情
報
学
部
で
、
Ｇ
Ｉ

Ａ
審
査
委
員
長
の
国
領
二
郎
教

授
は
じ
め
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム

や
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
研
究
す
る
ゼ
ミ
を
軸
に
受
け

入
れ
を
検
討
し
て
い
る
。
高
校

生
入
賞
者
は

月
の
受
賞
後
、

来
春
予
定
さ
れ
る
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
研
修
に
向
け
て
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の

ゼ
ミ
に
通
う
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
教
授
や
学
生

の
指
導
を
受
け
る
。

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
は
現
地

の
投
資
家
ら
を
前
に
英
語
で
プ

ラ
ン
を
披
露
。
こ
う
し
た
経
験

を
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
Ａ
Ｏ
入
試
で
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
も
ら

う
考
え
だ
。
現
在
の
高
校
３
年

が
２
０
１
８
年
９
月
、
２
年
が

年
４
月
入
学
を
目
指
す
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
想
定
し
て
い

る
。奨

学
金
は
Ｇ
Ｉ
Ａ
実
行
委
員

長
の
田
中
仁
・
ジ
ン
ズ
社
長
が

運
営
す
る
同
財
団
が
制
度
化
。

詳
細
は
今
後
、
検
討
す
る
が
、

入
学
金
、
授
業
料
の
一
部
を
提

供
し
、
意
欲
あ
る
高
校
生
の
進

学
を
支
援
す
る
。

Ｇ
Ｉ
Ａ
は

年
に
始
ま
り
、

今
年
で
５
回
目
。
７
月

日
か

ら
９
月

日
ま
で
エ
ン
ト
リ
ー

を
受
け
付
け
、
書
類
審
査
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
を
経

て
、

月
２
日
、
ヤ
マ
ダ
グ
リ

ー
ン
ド
ー
ム
前
橋
の
フ
ァ
イ
ナ

ル
ス
テ
ー
ジ
で
部
門
入
賞
や
大

賞
が
決
ま
る
。

高
校
生
の
部
は
例
年
、
商
業

・
農
業
系
の
実
業
高
校
を
中
心

に
二
十
数
組
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

こ
れ
ま
で
に
「
規
格
外
の
農
産

物
で
六
次
産
業
化
」
「
花
の
品

種
開
発
で
中
山
間
地
活
性
化
」

な
ど
地
域
の
問
題
解
決
を
提
案

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が
入
賞

し
た
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
は
「
自
ら
問
題

を
発
見
し
、解
決
で
き
る
人
材
」

や
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
デ
ア
を

提
案
で
き
る
人
材
」
を
求
め
て

お
り
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
に
挑
む
高
校
生

と
方
向
性
が
重
な
っ
た
。

実
行
委
は
ユ
ニ
ー
ク
で
高
度

な
教
育
内
容
で
学
生
を
集
め
る

Ｓ
Ｆ
Ｃ
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

高
校
生
か
ら
さ
ら
に
注
目
さ
れ

る
と
予
想
。
エ
ン
ト
リ
ー
期
間

に
向
け
、
高
校
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
強

化
す
る
。

田
中
委
員
長
は
「
高
校
生
の

う
ち
か
ら
大
学
で
指
導
を
受

け
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
投
資

家
に
プ
レ
ゼ
ン
す
る
経
験
は
大

き
な
刺
激
に
な
る
は
ず
」
、
国

領
教
授
は
「
日
本
の
入
試
の
未

来
形
を
探
る
の
が
目
標
。
有
能

だ
が
放
っ
て
お
く
と
大
学
に
行

か
な
い
、
そ
ん
な
人
材
を
発
掘

し
た
い
」
と
し
て
い
る
。
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